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9．研究成果の概要(当該研究期間のまとめ，600字～800字，図，グラフ等は記載しないこと) 

 京都は「伝統的工芸品」および「指定外伝統的工芸品」の品目数において突出しているが、従業  

者数、生産高はともに昭和 50 年代の頂点として低落傾向にある。産業構造が工業生産から情報流  

通へと移行し、製造業一般が海外へと転移し、先端技術が伝統産業から離脱する傾向を深めている  

今日、伝統を再発掘し、現状を把握し、将来への展望を開くことが急務である。こうした問題意識  

にたって本研究では、陶芸、漆器、染織などの職種さらには、仏具、茶道具など複合した業界ごとに、 

作り手、社会環境、技術･原料、販売･市場、行政、消費と批評活動といった項目に目配りして調査チ  

ームを作り、実地調査を行い、京都・伝統・工藝とそこから排除される項目（地域差、国内外の対比、 

伝統産業構造への評価、工藝からの離脱）との比較を通じて、現時点での京都職人産業の問題点を洗  

い出した。  

  産業別の各地の調査は、（１）喪失に瀕した伝統技術の探索、（２）明治輸出工藝における特定業種  

の興亡とその社会的背景、（３）戦前期における日本の対外的発展と職人産業の教育的・社会的影響  

  との関係、（４）さらに現代における海外の工場制生産拠点と日本の家内工業的な工房との比較に及  

び、多くの新知見を得た。（５）この実地調査に基づき、また平行しつつ、戦後の伝統的産業の振興  

  に関する行政施策の歴史的変遷（とりわけ 1974 年の「伝統的工芸品産業振興法」）と、2005 年制定  の

京都市「伝統産業振興条例」に見られる現状が批判的に分析された。  

  研究成果は、『伝統工芸再考  京のうちそと  過去発掘・現状分析・将来展望』、国際シンポジウム  

報告書 Traditional Japanese Arts and Crafts in the 21st Century, Reconsidering the Future 

 from an International Perspective,および、職人と芸術家と、伝統と革新との関係に関しては、シン  

  ポジウム記録『前衛陶芸  八木一夫のオブジェ焼き』などとして公刊する。  
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